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ディケンズの初期「短編小説」(2)
村 田 信 行
今回の研究は､前回の研究を引き継ぎ､初
期 ･中期 ･後期の3つに分けられるディケン
ズの｢短編小説｣(shortstories)について､初
期の後半をまとめるものである｡(1)
『ピックウィック･クラブ遺文録』(The
PosthumousPapersoftheEb-ckwickClub,1836
-37)中に挿入されているstoriesに注目した
批評家はこれまでに少なくはないが､あまり
見るべきものを認めていない｡ディケンズの
少年時代の体験に逸早く注目して今日の批評
の基本を作ったエ ドモンド･ウイルソンは､
それら9編について､出来はひどいし文学作
品として現在ほどの注目を受けるに価しない
としている｡(2)ディケンズの伝記を残してい
るエ ドガ一 ･ジョンソンも､同様に､ピカレ
スク小説の常套である､長編中に展開とは無
関係の短い話をいくつか入れるという手法が
認められるとしても､『ピックウィック』の挿
話が不出来なことの言い訳にはならないと言
っている｡(3)よく知られているように､ディ
ケンズは 『ピックウィック』執筆のときから
既に定期刊行誌 (主に月刊)に分冊形式で長編
を書き継いでいて､しかも人気作家として他
にも複数の作品に手を染めざるをえなかった｡
そのために 『ピックウィッグ』の9編は､彼
の真の意図はともかくも､結果的に十分な完
成度に至らなかったとも言えるだろう｡先に
挙げたウイルソンやジョンソンは､ディケン
ズがそれでもその9編を書かずにはいられな
かったと考えて､その原因を生い立ちにもと
め､今となっては有名な靴墨工場での辛い体
験などを引き合いに出している｡筆者の前回
の論文で明らかにしたように､なるほど 『ボ
ズのスケッチ集』(SketchesbyBoz,1836)の｢黒
いベール｣や ｢酔っ払いの死｣のテーマと同
質で､犯罪者や監獄といったものに結びつく
人間の精神的､心理的異常が､『ピックウィッ
ク』のstoriesにも扱われているのは明らか
だが､果たしてそれらはディケンズの作家と
しての計算により作中に配置され意図された
ものであったのかどうか｡『ピックウィック』
から始まる今回の研究では､まずそれを判断
しなければならない｡
多くの批評家の意見は一致している.ロバ
ー ト･バ トン氏の言うように､9編は全て『ピ
ックウィック』が書かれ始めた時にはそれぞ
れの所定の位置に入れるよう予め用意された
ものである｡(4)物語全体の流れと9編の挿話
には一見つながりや必然性はない｡しかし､
ひとつのグループとして9編を見て行 くとい
くつかの特徴が現われてくる｡この辺りに､
『ピックウイック』とその9編のstoriesを
積極的に評価できる要点が含まれると思われ
る｡
ひとことで言えば､『ピックウィック』中の
挿話は､ディケンズがshortstoriesで｢想像
力｣(imagination)を奔放に働かせるという壮
大な実験をしてみたことを示している｡9編
のうち多くは人間の暗い部分､心の陰の領域
を扱っているが､その ｢暗さ｣ではなく､日
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常から逸脱するための ｢想像力｣の発揮こそ
が､この挿話群に共通するものである｡具体
的に言えば､9編中8編が､『ボズ』中の｢黒
いベール｣や ｢酔っ払いの死｣､さらには程度
こそ小さいが ｢グレー ト･ウィングルベ リの
決闘｣や ｢ラムズゲイトのタッグズ家｣にも
見られるように､何らかの形で日常的､常識
的ものの考え方から外れた､一種異様な人間
たちの立ち回りを描写している｡さらに､そ
のうち4編は読者に不気味な感覚を引き起こ
し､登場人物の異常で強烈な感情に焦点を当
てる｡｢放浪者の物語｣(TheStroler'sTale,第
3章)はアル中の旅回り道化役者が気がふれ
て破滅していく陰惨な話で､妻を捨て､金に
困り､体も廃人同様となり果てる｡｢囚人帰還
の物語｣(TheConvict'sReturn,第6章)では､
刑期を終えた囚人が17年ぶりに故郷の村-棉
ってきたが､幼い頃一番かわいがってくれた
愛する母親は既に亡く､ひどい虐待を繰り返
していた父親はこの息子の姿を見ると血管を
破裂させて死んでしまう｡｢狂人の手記｣(A
Madman'sManuscript,第11章)は一人称の告
白ながらぞっとするような話で､ディケンズ
の ｢劇的独自｣(dramaticmonologue)の早い
例である｡狂人とも正常とも知れぬ主人公が､
妻を死なせ､暴れ回り､捕えられるまでの顕
末をリアルに語る｡｢奇妙な依頼人の話｣(The
OldMan'sTaleAbouttheQueerClient,第21
章)は､義理の父親に受けた仕打ちに復讐しよ
うと､自分の受けたそのままのやり方で無慈
悲に義理の父親そしてその妻子を苦しめる男
の話である｡
残りの4編は､まるで童話か何かのように
現実性を始めから巧みに無視している｡旅商
人が語る2つの物語- ｢旅商人の話｣(The
Bagman'sStory,第14章)と｢旅商人の叔父の
物語｣(TheStoryoftheBagman'sUncle,第
49章)- は､生命のないものが超自然的に
活動する様子を扱っている｡｢墓掘り男をさら
った鬼の話｣(TheStoryoftheGoblinsWho
StoleaSexton,第29章)は ｢クリスマス･キ
ャロル｣(1843)の原形だとよく指摘される
が､その改心よりも滑稽味が身上であろう｡
｢ブラグッド王子伝説の真相｣(The True
LegendofPrinceBladud,第36章)では ｢異
教の神々｣(heathendeities,p.511)が失恋の痛
手のあまり現在のバースの地で永久に悲嘆に
暮れていたいという王子の願いを聞き入れ
るC(5)
｢酔っ払いの死｣は 『ボズのスケッチ集』
の第2集の中の1編として1836年12月に出版
されたが､｢放浪者の物語｣はそれより7か目
早く『ピックウィック』の1836年5月号 (第2
回)の中に現われている｡他の8編のうち5編
- ｢囚人帰還の物語｣｢狂人の手記｣｢旅商
人の話｣｢教会庶務係の真実の恋の物語｣｢奇
妙な依頼人の話｣- もまた｢酔っ払いの死｣
に先行していて､それぞれ1836年6月から11
月号のものである｡同年2月に 『ボズ』の第
1集に収められて世に出た ｢黒いベール｣と
｢グレー ト･ウィングルベ リの決闘｣を最初
として､1836年の間じゅう､ディケンズは
shortstoriesを人間の精神的異常や混乱を描
写するために大いに使用するという考えに魅
惑されていたかのように思える｡殊に ｢旅商
人の話｣の中では､想像力のほとんど妄想に
近いまでの異様な側面を描写して見せている｡
1836年の秋頃まで､彼のこういう意図はとて
も明確であったようだ｡ギャレット･スチュ
アー ト氏は､これら9編の挿話が 『ピックウ
イック』の長い構成の中で想像力を生かすあ
る種の隔離された特別の場所として役立って
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いると主張する｡(6)
9つの挿話の残りの1編 ｢教会庶務係の真
実の恋の物語｣(TheParishClerk:ATale
ofTrueLove,第19章)にはこうした種類の
storiesに対するパロディのニュアンスさえ
窺える｡批評家のみならず多くの読者も気づ
くように､｢教会庶務係｣は『ピックウィック』
中の他の8編と明らかに大きく異なっているo
スチュアー ト氏の言葉を借りれば､｢9編の中
で唯一少しも不気味さや狂気が扱われず､何
らかの幻想や人間の心理の奥底といったもの
に立ち入っていない作品である｡｣(7)この作
品を除く8編はそれぞれ奇異で極端な状況を
扱っていて､いずれも尋常ではなく､明らか
に日常生活からかけ離れているOその上､あ
りそうもない驚くべき物語でありながら､何
らかの方法で真実の物語であろうと体裁を整
える｡｢囚人帰還の物語｣ではただ単に語り手
が信頼すべき聖職者であるという設定を示し､
｢奇妙な依頼人の話｣では念の入った信用性
を保証する前文が付いている｡対照的に ｢教
会庶務係｣はそのタイトル自体にもっともら
しさを含んでいて､｢真実の恋の物語｣という
言い方には非常に現世的な､または皮肉をこ
めた意味で､何か純粋で日常的な部分が感じ
られる｡というのも､『ピックウイック』の本
筋の話で､ピックウィック氏は､旅役者で何
かと悪事を働いてくれる男ジングルがある土
地の裕福な婦人とあわや金目当ての駆け落ち
をするという事件を防ぐのにひと苦労したか
らである (第16章)｡このつながりで見れば､
｢教会庶務係｣はディケンズ駆け出しの頃の
ドタバタ喜劇の系統だと片付けられる｡つま
り 『ボズのスケッチ集』に特徴的だった人間
の愚かさや馬鹿さかげんを取り扱った数多く
の笑劇仕立てのstoriesと同じように､他の
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8編とは違って､実際の人間たちの立居振舞
いに結びつけて作られている｡『ピックウィッ
ク』全体を通して見受けられるピックウィッ
ク氏の何人もの乙女たちを困難から救い出そ
うとする誠にロマンティックな努力が､いか
に馬鹿ばかしく滑稽であるかをゆっくり思い
出させるのに十分役立っている｡この作品に
おけるこの特殊性は､すなわち作者ディケン
ズの持つ他8編の幻想的で非日常的な作品へ
の覚めた意識を示すものであろう｡
ピックウィック氏の忠実なる召使いで誠に
現実的で如才ないサム ･ウェラーは､ディケ
ンズが追求していた想像力の物語と単なるほ
ら話の違いを一番理解している登場人物にほ
かならない｡ところが､この特殊な ｢教会庶
務係｣の話の出どころは実は彼自身だったの
である(第17章､p.227)｡この話を彼は表面上
は他の8編と同様に驚くべき物語として提供
している｡パロディとして8編との対照を計
算に入れてそうしたと考えるのが一番妥当だ
ろう｡そしてウェラーは 『ピックウィック』
中の最後の挿話 ｢旅商人の叔父の話｣への導
入場面に至って､その語り手である片目の奇
妙な男を観察しながら､この男は ｢驚異の物
語｣を語っていたと判断するのである (p.
679)｡思わぬところで出てきたこの言葉こそ､
正に他の8編の挿話のために用意されたレッ
テルと言えるのではないだろうか｡サム ･ウ
ェラーのこうした自由自在な様子は彼の現実
的知恵ばかりでなく､ディケンズの1836年当
時の作家としての意図を垣間見せるものであ
る｡
このように見てくると､『ピックウイック』
の挿話群は､エ ドモンド･ウイルソンを始め
とする批評家たちの悪評にもかかわらず､何
らかの評価を受けて当然である｡｢放浪者の物
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語｣｢囚人帰還の物語｣｢狂人の手記｣｢奇妙な
依頼人の話｣における題材の選び方は確かに
風変わりであろう｡数々の犯罪行為､殺人､
債務者監獄､女性に対する暴力､堕落した父
親､幼児虐待などについて詳細にわたる描写
が施され､ディケンズ個人の生い立ちにまつ
わる暗い側面を映し出している｡自らの嫌な
過去であるにもかかわらず､これら4編にこ
うした題材を盛り込んだのは､人間の特殊な
心理状態と想像力の解放されていく過程との
微妙な関係を描いて見せるという､言わば作
家の普遍的信条にかかわる行為であるからだ
と考えられる｡｢幽霊話｣(ghoststories)がそ
の最たる手段であることは､ディケンズのい
くつかの文章の中で言及されている｡そして､
このことが作家の信条たる所以は 『-ンフリ
ー親方の時計』(Master Humphrey's Clock,
1840-41)の中で ｢奇妙な依頼人の話｣が
g`hoststory'として取り上げられていること
からもわかる (p.85)｡これら4編は､残りの
4編 (｢幽霊話｣と言うほどではなく｢驚異の物
語｣であるが)と共に､ディケンズのごく初期
のもので稚拙ではあるものの､日常的思考か
ら奔放な想像力を借りて逸脱しようとする懸
命の試みであり､十分評価すべきであるO程
度こそ様々だが､『ボズ』の時間的に最後を飾
る4編にも同様のことが当てはまる｡(8)さら
に 『ピックウイック』の8編を時間的に眺め
ると､1837年に書かれた3編(9編中最後の3
編になる)のうち ｢墓掘り男をさらった鬼の
話｣と ｢旅商人の叔父の話｣は巧みにユーモ
アと想像力の世界を混ぜ合わせ､それぞれ気
の利いた駄酒薄で締め括っている｡前者では､
墓掘り男グラブをさらったように見える鬼は
"spirits‥.beyondproof"(p.405)であった､
すなわち ｢存在を証明できない妖精たち｣と
｢並み以上の強さの酒｣をかけている｡後者
では､出発してしまった幽霊の運転する馬車
は"deadletters"(p.697)を運んでいた､すなわ
ち ｢配達不能郵便｣と幽霊だから当然 ｢死ん
でいる郵便｣であることをかけている｡最後
に ｢ブラグッド王子伝説の真相｣は､このユ
ーモアと想像力のグルー70の作品としては少
し失敗だったようだ｡そして1837年ディケン
ズは 『ピックウィック』以外では既にほとん
どshortstoriesには手を染めていないので
ある｡
この停滞は､1837年と1838年に彼の編集で
世に出た月刊誌 『ベ ン トリーの雑文集』
(Bentlq'SMiscelhmy)の今ではほとんど忘れ
去られた何編かの短い文章を概観すれば明ら
かである｡該当するものは5編考えられる
が､(9)そのうち ｢昔マ ドフォツグの市長だっ
たタルランブル氏の公的生活｣(1837年1月)
だけが､登場人物､設定､展開､そして語り
口の点から見てstoryと見なすことができる｡
それも 『ピックウィック』中の挿話ほど実験
的なものではない｡『ピックウィック』の9編
はいずれも､表面上は暇な時間を潰す手段と
して話が始められていて､それはシェ-ラザ
ー ドの物語りがそうであったように､古来お
話や物語が存在する第一の目的であり､ディ
ケンズのshortstoriesに見られる最大の特
徴と言えるものである｡｢タルランブル氏｣は
人が語るという設定が不十分であり､また｢教
会庶務係の真実の恋の物語｣を除いて 『ピッ
クウィック』の挿話群がほぼ全て 『ボズのス
ケッチ集』の笑劇風の味わいから一段と深味
のある実験的な心理描写に向かっているのに
対して､再び笑劇ものに逆戻りしている感が
あるO『ベント)-』の残り4編はいずれも基
本的にこの路線に沿ったものである｡
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作家としてこの時期にディケンズがshort
storiesにおける想像力 (imagination)の可能
性を実験してみることに明らかに興味を失っ
たその一因は､作家としての名声が上がるに
つれて様々の作品や事柄に関わらざるをえな
くなったからである｡アンガス ･ウィルソン
氏が指摘しているように､この時期ほどディ
ケンズが仕事をこなしたことはない｡(10)元来
バイタリティーにあふれ､人の何倍もやりと
げる力を持ってはいたが､それらの限度をは
るかに越える量を彼は抱えていた｡例えば､
1837年に彼は 『ピックウィック』と 『オリヴ
7- ･トゥイスト』(OliverTwist)を数か月､
1838年の前半は 『オリヴァ-』と『ニコラス･
ニックルビ-』(Nl'cholasNtckle砂)を同時に
書き継ぎ､加えて1838年 1月には匿名で言わ
ば金儲け仕事とも言われる ｢若き紳士たちの
スケッチ｣(SketchesofYoungGentlemen)を
こなし､その上同時にある人物の自伝の編集
をす るな どした｡(ll)デ ィケ ン ズがshort
storiesを月刊誌の約束のページの埋め草と
して使っていたという考え方は､これまで見
てきた通り､『ピックウイック』に関しては当
てはまらない｡しかし､『ベントリー 』につい
てはそうも言い切れない｡ディケンズは 『ベ
ントリー 』を開始するに当たり､雑誌を編集
するばかりでなく､各号およそ16ページにも
達する文章を提供することを契約していた｡
これはほぼ 『オリヴァ-』の1回分に相当す
る量である｡この頃の短い文章や作品を見渡
しても､『ニコラス･ニックルビー』中の ｢グ
ロッグツヴィッヒの男爵｣(The Baron of
Grogzwig,第6章,1838年5月)は例外として､
『ピックウイック』以降ほとんどのものが精
彩をなくしているように思える｡｢グロッグツ
ヴィッヒ｣は自殺を図らんとするまでに落ち
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込んでしまった男を喜劇仕立てにしたもので､
ユーモアと伝統的なゴシック物語の小道具を
適度に取り混ぜ､超自然的に人間の改心を描
いている｡正に｢墓掘り男をさらった鬼の話｣
を想起させる内容である｡
この停滞も1839年 『ニコラス ･ニックルビ
ー』を終える頃には､ようや くにして解消の
兆しを見せていた｡ディケンズは幼少年時代
の第一の思い出であった妖精物語や神秘的な
話などに本来備わっている想像力の可能性を
再び熱心に追求し始めたようである｡彼はそ
れを次の仕事で具体的にして見せた｡
1840年4月ディケンズは新たに 『-ンフリ
ー親方の時計』なる週刊誌 (のちに月刊誌)を
発行した｡結果的にこの雑誌からは『骨董屋』
(TheOldCun'osityShoz')と 『バーナビー ･
ラッジ』(BarnabyBudge)が生まれたが､雑
誌としては成功したとは言い難い｡しかし発
刊に際して彼は､『ボズ』から『ピックウィッ
ク』にかけで情熱を見せたshortstoriesにお
ける想像力の自由奔放な展開に再び戻りたい
心情を吐露している｡フォースターの伝記に
も見られるように､多くの批評家は､ディケ
ンズが 『-ンフリー 』を始めたのは､長編小
説を書くときには当然予想される多大な労苦
から逃れるためだと見なしている｡(12)確かに､
定期刊行誌 (月刊にしろ週刊にしろ)の中に多
くの執筆者と様々の種類の短い文章を取り揃
えてしかも最終的に大衆に歓迎されれば､人
気作家ディケンズ-の日毎に高まる要求を軽
減することが出来ただろう｡それと同時に､
やはり彼の胸の内では､こういう形式を取る
ことで創作上の休暇を取ることができるし､
想像力を自由に振るうこともできると考えた
と思われる｡彼の作品へ挿絵を書いてくれて
いたダニエル･マクリ-ス (DanielMaclise)
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への手紙はそのことを十分に示唆 してい
る,(13)ディケンズは『-ンフ リー 親方の時計』
という大きな媒体を作り出すことで､かねて
より ｢夢と幻想の世界｣(worldoffancy)と
考えてきた彼の未知の領域-､向こう見ずな
飛び込みを敢行したのである｡
『-ンフリー 』の巻頭を飾る文章で､彼の
非日常への傾倒が示されている｡親方は自分
の住む場所や家族友人との関係には深く触れ
ず､まるで隠居の身のように自分たちの生活
ぶりが浮世離れしていて､この世の俗事から
かけ離れていることをさかんに強調する｡
私達は隠遁の生活が身についていて､
しばらくは運勢にも陰りがあるように思
われるが､それでも､年齢ゆえに情熱を
失うということもなく､ロマンスに対す
る気持ちもいまだ衰えず､過酷な現実に
改めて目覚めるよりは､夢見心地にこの
世をぶらぶら見て歩くことをよしとする
人間である｡(p.ll)(14)
隠遁を装うことも含めて､こうした-ンフリ
ー親方に見られる人物設定や描写､あるいは
『ピックウィック』中のクリスマス風景の描
写などについては､多くの人達がアメリカの
ロマンス作家ワシントン･7-ヴィング(1783
-1859)から来る影響だとしている｡ディケン
ズは直接彼にファンレターのごとき手紙も出
しているし､当時の作家たちの多くが7-ヴ
イングを信奉していたことは自明である｡ロ
マンスに出てくる大人たち (主人公たち)はし
ばしば古い時代の伝説や昔話を好み､18世紀
のイギリス作家の今となっては古色蒼然とし
た文章を読み耽 り､同様の文章を自ら善いた
りする｡
続けて親方はこれから語り始める自分たち
のstoriesについて述べる｡｢過去の精霊や想
像力から生まれた生き物､そして現在に生き
る人々｣が探し求める対象だとしてはいるが､
この巻頭言の印象では､｢現在の人々｣はほと
んど影が薄い (p.ll)｡ほんの2年足らずの発
行でしかなかった 『-ンフリー 』中に発表さ
れた僅かばかりのshortstoriesは､いずれも
親方とその仲間にまつわるものだが､｢過去の
精霊や想像力から生まれた生き物｣を扱って
いると言えるO この 『-ンフリー の親方の時
計』という理想の廃嘘から辛じてstoryと認
められる形で世に出たものは3編であるが､
最初の ｢ジャイアント･クロニクルズの第-
夜｣(FirstNightoftheGiantChronicles)
はエリザベス1世の時代を舞台とし､｢チャー
ルズ2世の時代に獄中で発見された告白書｣
(AConfessionFoundinaPrisonintheTime
ofCharlestheSecond)はそのタイトル通り､
｢ピックウィック氏の物語｣(Mr.Pickwick's
Tale)はジェイムズ2世の時代に語られる｡こ
のように語りの時代を設定してはいるが､い
ずれも物語の展開とはほとんど無関係で､必
然性は見られない｡前者2編では､エリザベ
ス1世とチャールズ2世を入れ換えたとして
も何の差し障りもないくらいである｡これら
の時代設定は､それぞれが先程述べた親方の
言葉 ｢過酷な現実｣という現代社会から十分
時間的に離れているという点を除けば､ほと
んど意味がない｡
このことからも､『ピックウイック』の挿話
9編と同様に､ディケンズが 『-ン7リー 』
のために用意したstoriesは､日常を超えた
｢夢と幻想の世界｣へ入ろうとしたと言える
だろう｡ただその世界を実際に築き上げよう
としたというより､その単なる枠組か青写真
村田 ●ティケンズの初期 ｢短編小説｣ (2)
を作って見せたと表現するほうが適切だろう｡
｢ジャイアント･クロニクルズ｣にしても｢ピ
ックウィック氏の物語｣にしても､完全な形
で ｢驚異の物語｣として提出されていない｡
過酷な現実に対抗すべき夢や幻想という特効
薬の効用を十分納得させる形で小説に仕立て
た14年後の 『辛い時代』(HardTimes)につな
がるimaginationとfancyの世界の一部を､
あるいは枠組を 『-ンフリー 』ではささやか
に試みた｡つまり､世の人々に蔓延する ｢想
像するという行為の欠如｣に戦いを挑み､ま
たその欠如状態に安住して無感覚になってし
まうことの怖さを知らせようとしたと言える
だろう｡
残念ながら 『-ンフリー 親方の時計』は､
彼自身も素直に認めているように､失敗に終
わった｡その原因は大まかに言って2つある｡
ひとつは雑誌としての構成や方針が読者の要
求から外れていたこと､つまり当時の大衆は､
バラエティに富んだ雑文の寄せ集めでなく､
わくわくする長編を望んでいたからだ｡エ ド
ガ一 ･アラン･ポオとの手紙のやりとりの中
で､ディケンズはポオの 『グロテスクとアラ
ベスクの物語』(1840)をイギリスの出版社か
ら出してもらえないかという要請に対して､
｢ただ､私から慰めとして申し上げられるこ
とは､仮にイギリス人だったとしても､まだ
有名でもない作家の何編かの独立した作品の
寄せ集めを出版してくれるところは､現在こ
の都会では見つけられないだろうということ
なのです｡｣と答えている｡(15)
もうひとつの原因は､ディケンズ自身も気
づいていたかもしれないが､『-ンワl)-』で
親方を始めとする語りの人物が四六時中日常
生活から隔絶されていることを強調したこと
である｡現実からの逃避は一時的なものであ
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る限りは大衆に受け入れられる､とディケン
ズは知っていたはずだ｡『家庭の言葉』(House-
holdWords)の1858年クリスマス号の企画に
ついて意見を述べている､ウィルキー ･コリ
ンズへの手紙の中で彼はこう言う｡
君は世間を締め出すことは出来ない｡そ
こに住んでいて､その一部なのだから｡
世間から自らを切り離そうとすれば､た
ちまち自分を偽ることになる｡世間と交
わり､それを最大限利用し､自分を最大
限に生かさなくてはいけない｡(16)
この現実認識とは対照的に､ディケンズは『-
ンフリー 』では少しやりすぎたと言える｡幼
少年時代の読書体験を思いだすときにこみあ
げるノスタルジーゆえに､作家として歩み出
して以来追求してきた想像力の王国をさらに
高度にしたいゆえに､その現実からのシフト
(逃避)を一時的にではなく四六時中にして
しまった｡王国のイメージは当然ながら､か
えって暖味で効果の薄いものになってしまっ
た｡
唯一かつ強力な例外は ｢チャールズ2世の
時代に獄中で発見された告白書｣である｡殺
人を犯してしまった男が語るほとんど強迫的
な物語で､4才の甥を殺すに至った経過を事
細かに書き残している｡男は､どんなふうに
自分の土地に死体を埋め､不意の客をもてな
すときにどうして自分の椅子をその墓の上に
置いてごまかそうとしたかなどについて､
淡々と供述する｡最後に客たちは､訓練手の
許からたまたま逃げ出して来てしまった2頭
のブラッド-ウンド犬が嘆ぎ出して騒いだた
めに､事の真相を知る｡この短い作品で､再
びディケンズは 『ボズ』の ｢酔っ払いの死｣
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や ｢黒いベール｣そして 『ピックウィック』
の挿話群でしたように､人間の異常心理､ほ
とんど狂気とも呼べる精神状態の探究に従事
している｡例えば､男が甥を殺そうと決心す
るまでの狂おしいまでの不安定な言動は､｢黒
いベール｣の母親の息子を思うあまりの狂気､
｢酔っ払いの死｣の父親の自殺直前の心理状
態を想起させる｡1868年､すなわち28年後､
月刊誌 『一年中』(AltheYearRound)の中
にディケンズは ｢ジョー ジ ･シルヴァ-マン
の釈明｣(GeorgeSilverman'sExplanation)
を発表しているが､これはこの路線の作品で
は最終的な完成度を有するものである｡｢チャ
-ルズ2世｣はそれと比べれば､やはり習作
の域だと思わせるが､さすがに年を経た分『ボ
ズ』や 『ピックウィック』中のものより､抑
制が利いており印象的でまとまりがあるo
デビュ-以来かなり明瞭な線をなして続い
ていたshortstoriesに対するディケンズの
関わりも､この時期に至って､とうとう一つ
の終わりを迎えた｡彼のshortstoriesに関す
る3つの時期のうち､｢Ⅰ初期 (1833-40)｣
は終了したのである｡(17)これを境にディケン
ズはShortstoryを善 くという意志をなくし､
もっぱら長編に向かう｡これはほぼ1840年代
に当たり､彼の偉大な名声を確立した 『骨董
屋』『バ-ナービー ･ラッジ』『マーティン･
チャズルウィット』(MaylinChuzzleu)it)『ドン
ビー父子』(Domb砂andSon)『デイヴィッド･
カッパ-フィール ド』(DavidCol)pedl'eld)な
どを残した｡ただし､多くの読者もす ぐ気づ
く通 り､クリスマス特集のshortstoriesだけ
は例外であった｡それらを経て､1850年には
彼は再び 『家庭の言葉』という雑誌に乗り出
し､もう一度shortstoriesに深 く関わって行
く｡
『-ンフリー 』の失敗を通して､彼は想像
力の王国への過度の傾倒は､shortstoriesと
いう形式つまり雑誌や編集という集合体の形
では､世の中に受け入れられないし経済的に
も破綻することを嫌というほど実感しただろ
う｡しばらくの休みも止むをえない状況だっ
た｡ただし､その情熱がなくならずにじっと
残されていたことも当然予想できる｡後でク
リスマス特集号の企画としてその情熱が不完
全ながら復活するためには､『-ンフリー 親方
の時計』が単に 『骨董屋』の発表の場となっ
てしまってから3年が必要であった｡この｢Ⅰ
中期 (1840年代)｣の研究はまた次回に送りた
い｡
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